
　令和3年度から実施している本事業では、学校と地域が連携した防災教育などを実践しており、令和4年度も
内容を改善・充実させ引き続き取り組みます。研究指定校6校における令和3年度の活動実績をご紹介します。

　令和3年度からレポートの様式が新しくなりました。マニュアルに書き方も
示してあり、項目ごとに書く内容がわかって書きやすいと好評です！
　右の二次元コードからレポート様式をCHECK！

　活動範囲を一部拡充したことで、より単位が取りやすくなりました。
　また、活動テーマを工夫すると時間数分の単位がもらえるので効率よく取得できます！
〈対象となる学校外での学修内容〉
①市町村民向け講座や大学等主催の講座・講演会、オンラインやオンデマンドで配信され
ている講座や講演会

②ボランティアや各種地域活動、オープンキャンパス（WEB含）等の体験活動
③インターネット、DVD等、映像教材の視聴（令和2～4年度実施分は10単位まで取得可能）
④自分でテーマを決めて調査・研究する「自由課題研究」、美術館や博物館、資料館など
を「鑑賞」（10単位まで取得可能）

あなたの学校外活動を「単位」として認定し証明します！

命を守る!
防災教育推進事業

令和４年度

スポーツ健康課　体育・健康グループ　TEL 017－734－9908

アップリート君

●外ヶ浜町立三厩中学校
　　　地域と連携した防災訓練（令和3年11月）

津波警報が発令され、地域住民が学校へ避難することを想定
した避難所開設訓練を行いました。訓練を通して生徒たちに
は、地域に貢献する態度や責任感が身に付きました。

●深浦町立修道小学校
　　　津波避難経路の確認・改善（令和3年8月）

深浦町と日本赤十字社の指導のもと、学校から北金ヶ沢防災セン
ターまでの避難経路を確認し、学校防災体制の改善を図りました。

●むつ市立川内小学校　地域と連携した防災訓練（令和3年11月）

●三沢市立第三中学校
　地域と連携した防災訓練（令和3年9月）

むつ市防災安全課や地域住民
と連携し、学校にある備蓄品
を用いて避難所設営体験を行
いました。

●弘前市立石川小学校　体験的な防災学習（令和3年12月）
日本赤十字社の指導の
もと、AEDの使用方
法や三角巾を使用した
応急手当について学び
ました。

「道の駅みさわ」への津波避難の後、避難所生活に関する体験的な防
災学習を三沢市防災管理課や地域の協力を得ながら実施しました。

●八戸市立三条中学校　地域と連携した防災訓練（令和3年10月）

八戸市消防団上長分団などと連携した体験活動を通して、共助の視点から
学び、災害発生時にともに助け合う力を身に付けました。

検索高校生スキルアップ青森

　このプログラムでは、高校生が学校外で参加した講座・ボランティア活動や
自分で設定した課題の研究について、まとめた成果を単位として認定します。
　活動後にレポートを書き、1時間の学修につき1単位分が取得できます。
　申請すると20単位で「スキルアップ奨励証」、35単位で「スキルアップ認
定証」が交付され、継続した活動を希望進路先にアピールすることができます。

【令和3年度】
参加者数 3,191名
新規参加者数 1,494名
スキルアップ認定証交付数 25名
スキルアップ奨励証交付数 46名

－参加者も認定証交付数も増えてます－

部活動＋α部活動＋α 磨こう“自分” !

レポートが変わった!
－マニュアル付でわかりやすく、書きやすい!－

NEWNEWNEW 活動しやすい、単位が取りやすい!
－活動を一部変更、単位につながりやすくなった!－

　「スキルアップ認定証」「スキルアップ奨励証」を交付された生徒の
多くは、部活動と両立しながら発展的に学び続けることで自己のコ
ミュニケーション力や様々なスキルを向上させ、進路達成のためにこ
のプログラムを活用しています。
　県内の高等学校及び特別支援学校高等部に在籍している生徒であれ
ば、誰でもこのプログラムに参加することができます！
　あなたもぜひ参加してみませんか？

詳しい内容や参加方法等は、総合社会教育センターホームページ「高校生スキルアッププログラム」をご覧ください
https://www.alis.pref.aomori.lg.jp/kouza_hssp.html

“防災教育モデル” を構築する
ため、地域や外部専門家と連携した
防災教育に取り組んでいます!
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青森県総合社会教育センター　育成研修課　TEL 017－739－1253問合せ先

問合せ先

おまもリス
青森県防災ハンドブック
公式マスコットキャラクター


